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　新潟県 に お い て 理科教育 の 転換期で あ る 明治 2e．年代 の 児童 に よ っ て 記 さ れ た 物理な ど の 筆記が 数 冊発見 ざ

れ た。こ れ らの 筆記 の 解析か ら，科学教 育か ら理 科教育へ の 転換期 の 時 代 区 分 と教育実 態 に つ い て 研究 を 行 い ，
明治 27 年頃まで 自然科学教育が な されて い た こ と を明 らか に した。また ， 電磁気学 ・光学分野 の 解析 か ら は ，

翻訳教科書を基 に した 基礎 的 ・原 理的 な高レ ベ ル の 内容の 教 育か ら，科学 の 原 理 ・原則 と 日常的 な実用性 を共

に考慮 した 内容 へ と， 教授内容が 時代 の 推移 と と もに 変化 して い るこ とを 明 らか に した 。
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1．研究 目的

　 日本の 公教育制度が 始 まっ た の は 明治 5 （1872 ）年 の

学制 か らで あ る。当時の 科学教育 は ，初等 ・巾等教育 に

お い て も物 理
， 化学 ，

生 理 とい っ た 自然科学の 個別科 日

で ，普遍的な原理や法則や科学的な自然観 に 重 き を置 い

て 教授 して い た 。と こ ろ が ，明 治 20 （1887） 年 ご ろ に

は こ れ らの 個別科 目 を 廃止 して 理 科 を新設 し，そ の 理 念

も自然物，人工 物 に 関す る個別的知識や実験観察 の 指導

に 重 点 を お き，自然 を 愛す る心 を は ぐ くむ よ うな 教 育 へ

と代 わ り，現在 まで 続 い て い る。こ の ように
， 理科 の 出

現 は 日本理科教育史の なか で も非常 に 大きな影響 をもた

ら した 出来市の 1 つ で あ り1 そ の 転換時期 と当時の 教育

実 態 に つ い て 多 くの 研究 が なさ れ て きた
。

　 こ の 転換期 は ，通説 で は
「
小学校令 」 とそれ に 続 く 「小

学校 ノ 学科及其 ノ 程度 」 が 制定 さ れ た 明 治 19 （1886 ）

年で あ る と さ れ て きた
Ds

こ れ に 対 し，最近 の 研究か ら

は 理科 とい う名称 の 初出 は，明 治 18 （1885 ）年 の 「再

改正 教育令 」 に 基づ く
「
小 学科課 程表」 の 高等小 学 科 の

教 科で あ る こ とが報告 さ れ て い る
Z〕

。また ，教育実態 か

ら は，「
小学校教則大綱」 が 制定 され，第八条 に お い て

理 科 の 要旨が 明示 さ れ た 明治 24 （189 ］）年 を 境 と す る

説 が あ る
a・｝
。

　
・
方，独 自の 科学教育が成熟 して い た群馬県 に お い て

は ，後藤牧太 らの 『小学校生徒 用 物 理 書」 は明 治 19 〜

26 （1886 〜 1893 ＞年 まで 児 童 の 教科書と して使わ れ て

い た とい う証拠 が 見っ か っ て い る （教科書 に 直井愛次郎

と氏名の 裏書 きあ り）
4）
。こ の 『小学校 生 徒用 物 理 書J は，

群 馬県師範学校 の 教員が 執筆者で あ る と い う特殊事情が

あ り，全 国 的 な転 換 期 の 実 態 は 依 然 わ か ら な い 部分 が

あ っ た
。

　今 回，新潟 の 複数 の 地域 か ら，ま さ に 転換期で あ る 明

治 20 年代 の 高等小 学 校 に 在 籍 した 児 童 が 記 した 物 理 筆

記 （ノ ート）が発見 され た
5）’　 fit・

u 本論文で は，こ れ ら筆

記 を 解析す る こ とに よ り，「理 科」 教育の 転換期 の 解明

と教 育 内容 の 質 的変 化 に つ い て 明 らか に す る
7 ，’　S）

。 表 1

に筆記 が 記 され た 時代 の 教育制 度，出版 さ れ て い た 教科

書 と新潟 県で の 事項を 記す。

2．筆記 の発 見され た経緯と内容

　2007 年，新潟県岩船郡平林村 （現 ：村上 市）に お い て ，

理 科教育 の 転換期 で あ る明 治 20 年 代 に 児 童 に よ っ て 記

され た 物理 や 化学 の 筆記 な どが，名古屋大学名誉教授木

村初 男 氏の 実家 の 蔵 か ら数 冊発見 され た
「°）’　 Ei）

。発 見 さ れ

た 筆 記 の 主 で あ る遠 藤俊吉 は木村氏 の 祖 父 に あ た る。

　 さ らに 2010 年，新た に 2例 目 となる与板 （現 ：長岡市）

の 児 童 が 記 した 理 科 や 物 理 学 の 筆記 とそ れ に 対応 す る試

図 1　 （左 ）岩船郡 平林村の 物理 ノ ー
ト

　　 （右 ）三 島郡 与板田亅の 物理 ノ
ー

ト

（2）
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験答案，3 例 目 と な る小 千谷 の 資料，4 例 H の 白根 （現 ：

新潟市） の 資料 な ど多数 の 資料が 新潟 県立 文書館か ら見

つ か っ た e

　 村 上 で 発 見 され た 「
物 理 筆 記 」 は，遠 藤俊吉が 15 歳

の 時 に村 上 高等小 学校 に お い て 明治 23 年 9 月 か ら記 し

た もの で ，明 治 23 年 に お い て も物理 が 教 え られ て い た

こ とを 示 して い る。他 に 発 見 さ れ た 筆 記，「理 科控簿 ：

巻 の ド動物の部 （明治 21 年）」，「理 科控簿 ：金 石 の 部 （1司
22 年〉」，「生 理 （同 22 年）」，「化学筆記 （同 24年）！ か

ら，教 科
「理 科」 だ け で は な く物琿 ，化学，生 理 の よ う

な個別教科 と して も，少な くと も明治 25 年 ご ろまで 教

え られ て い た事実を 示 して い る
7）「8）

、

　
「
物理 筆記」 全 26 頁 の 内容 は，物性 （3）， 引力 （2），

重心 （2＞，単器 （3）水学 （3），気学 （2）音響 （5）温

又熱 （4）光 （5）磁気 （2），電気 （2）（カ ッ コ 内は 頁数）

で あ る。「小 学校教則網領 」 第 卜八 条物 理 で は ，「物理 ハ

中等科二 至 テ之 ヲ課シ ，物性，重力等 ヨ リ始 メ，漸次水，

気，熱，音，光，電気，磁気 ノ 初歩 ヲ授 ク ベ シ 。凡 物 理

ヲ 授 クル ニ ハ
， 務 テ 単

一
ノ 器機及近易 ノ 方便 r．依 リ実地

試験 ヲ施 シ，其理 ヲ了解 セ シ メ ン コ トヲ要 ス 」 と あ り，

筆記 に 記 述 され た 単 元 は こ れ に 沿 う順 序 とな っ て い る。

内容 の 詳細 は 後述す るが
， 明治初期 に 代表 され る ， 欧米

の 物理教科書を翻訳 した教科者 を某 に した高水準な物理

の 授業が 行 わ れ て い た こ とが 見 て 取れ る。

　 新潟県 立 文書館 で 発見 さ れ た 2 例 目の 筆記 は 二 島郡 立

輿板尋常高等小学校 に 通 っ て い た 永井玄真 の もの で，「
理

科筆記（第 1，2号 ）（明 治 24 年）」，「金石筆記（明 治 24 年）」，
「物理学筆記 （明治 25 年 9 月 ，

26 年 2 月）」 （物理筆記

記述時 は Il歳 ）が 記 さ れ た ，こ れ ら に よ り，低学年 で

は 理 科 が 教授 さ れ，高学年 で は 物 理 や 化学が 明 治 19 年

以 降も並 行 して 教授 さ れ て い た こ とが 判明 し た
7 ）’　H］。

　内容 は，1 冊 目に 第 1 章緒言，第 2 章重学，2 冊 囗に

液体，熱学，音学，光学，電気，磁気 が 記 さ れ て い た。

ま た
， 緒 言 と して ，

「物理学 は 吾入が 尤 も必要な学科 に

して，親 し く見る所 の 事物，多 くは 実科の 関す る所 な り。

林檎 の 木 よ り落 っ る理 。軽 き もの の 水上 に 浮か ぶ 理 。手

に て 物 を撃て ば痛 み を 覚 ゆ る理 ， 等の ご と き を 講究 す る

を物理 と云う」 と書 か れて い る。翻訳 さ れた 教科書 に も

総論 や 緒言 と い うか た ちで ，物理学 と は ど の よ うな学問

か とい うこ とを まず最初 に 述 べ て お り，明治初期の 物 理

教育 の 特徴 が 筆記か ら読み 取れ る e 　
一
方で ，内容 は 明治

18 年 に 出版 され た 日本独 自の 教科書 で あ る
『
小学校生

徒用物理書 』 が 7 割を占め て い るが
， 他 に い くつ もの 教

科書を参考 に して，物理 の 原理 ・原則 と実用性 が バ ラ ン

ス よ く教 授 さ れ て い た D

　 た だ し，3 例 冒の 小 1「谷 高等小 学校 に 在籍 し て い た 児

童 の 資料 か ら は，1月治 28 年 に は 『明治理科書 』，明治

30 年 に は
『
小学理科新書』 が 使 わ れ て い た こ とが 判 明

した （と もに 裏表紙 に 西脇康太郎 と氏名 の 署名を確認）、、

こ の こ とか ら，新潟で は 明治 27 年頃 ま で を 境 と して，「理

科 」 と並 行 し て 原 琿 ・
原 則 を 基盤 と し た 科学教育が 行 わ

れ た と推定 で き る。

3．明治時代にお け る新潟の風土 と教育環境

　筆記か ら明治中期 の 教育 の 実態 を 分析す る前 に
， 明 治

時代 の新潟 に お け る教育環境 につ い て 述べ る。

　明治時代 に お け る新潟県 は，全国
一

の 人 口 （明 治 元 〜

25 年頃 ； 145 〜 165 万 人）を 誇 る大 都 市 で あ り，教 育

環境 の 発達 に も非常 に 恵 ま れ た 地域 で あ っ た
FJ　 11 ；、明 治

元年 に 開港 した 5 港 の 1 つ で あ る 新潟 港 を 有 して お り，

欧米文化 が い ち早 く伝 わ っ て い た
。 そ の た め，明 治 5 年

に 新潟洋学校 が 設置 され，1男治 7年 に は学制 に基づ き官

立 新潟師範学校，官 立 新潟 英 語 学 校が 全国 に 先 駆 けて 設

立 さ れ て い る 。 新潟 の 他 に 官立 師範学校が 設置され て い

た 地域 は，明治 5 年の東京，明治 6 年の 大阪，仙台，明

治 7 年 の 名 古 犀，広 島，長 崎 の み で あ っ た 。

　明治 9 年 に は
， 日本 の 化学教育 を牽引す る 存在 で あ っ

た中川謙 二 郎が中心 とな り，官立新潟英語学校 が 改組 さ

れ て 百 工 化学科が 新設 さ れた 。明治 10 年 に は，西 南戦

争 に よ る 政府 の 則政悪化 に よ り官立 で あ っ た 学校 が 県立

に 移管 され，地方教育行政 ・政策 ・内容 に お い て 地方 の

裁景で 行うこ と とな っ た。そ こ で 新潟県は 当面 の 問，新

潟学校師範学科 と して 官立 新潟師範学校 を引 き継ぎ ， 以

後，教員養成事業 は 昭和 24 年 に 新潟大学教育学部 と な

る まで 県の 事業 と し て 行わ れ た。官立 新潟師範学校時代

の 3 年間 の 卒業生 は 82 名で あ り，こ の うち 県内 に と ど

ま っ た 者 は 30 数名 で あ っ た n こ れ ら卒業生が新潟及 び

近県 に お い て 教職 に 就 き，そ れ ぞれ の 地域 の 教育 を牽引

す る役割を担 っ て い た と考えられ る。

4 ．明治初期か ら中期の 教科書の 変遷

　明 治時代 は
， 教科書 も翻訳 教科書か ら 目本型 の 教科 書

へ と大き く変わっ た 時代で あ る。科学教育時代 に は，欧

米 の 最先端 の 物理教科書 を翻訳 ・編集 し て，世界的 に

高 レ ベ ル な 科学教育 が な さ れ て い た。「物 理 階梯 』 （明

治 5 年，原 著 は パ ーカ ー
の First　Lesg．　on 　 in　Natural

Philosophy ），『
物 理 全 志 』 （明 治 8 〜 9 年，カ ッ ケ

ン ボ ス の National　Philosophy と ガ ノ
ー

の National

Philosophy を 折衷），「物理小学 』 （明治 ll 年，原著 は

ス チ ュ ワ
ー

トの Science　Primcr の Physics） は そ の 代 表

（3）
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的な 教科書で あ る。

　 こ の 翻訳教 科書に よ る科 学 教育時代 を経 て，や っ と 日

本 人 の 手 に よ る 日木 型 の 物 理 や 化 学 の 教 科 書 が 生 まれ 始

め た。中川 謙二 郎の 『
訓蒙化学』 （明 治 13 年）や後藤

牧太 らの
『小 学校生徒用物理 書』 （明 治 18年）が 日本

人 の 構想 ・改 良 に よ る 最 初 の 本格 的 な 科 学教 育用 教 科 書

だ っ た、，工 夫 を凝 ら した実験 を 多数盛 り込 ん だ，特徴あ

る教科書が 日本 の 科学教育 に 寄与 し始 め た．しか し，理

科が 明治 i8 年 に 出現 し，明 治 19 年 の 小 学校令下 で 公

布
・
制度化 され た こ とに 伴 っ て ，数多 くの 理 科 の 教科書

が 出版 さ れ る こ と と な っ た。二 れ らの 教 科書の 多 くは明

治 24 年 に
「小 学校令 」 に 基 づ い て 制 定 され た 「小 学校

教則大綱 」 の 影響 を強 く受け，科学その もの を教える と

い うよ りも，身 の ま わ りの 動
・
植

・
鉱物や道具，器械類

あ る い は 天 文，地 文 な どの 自然 現 象 に つ い て 観察，記述

す る とい う性格 の もの に 変化 した。そ の 後，明治 43 年

に
「小 学校令施行規則 」 が 改定 さ れ た こ と に よ り，明治

41 年 に 発 行 さ れ た 『小 学 理 科書 』 が 理 科 の 教 科書 と し

て 国定 化 さ れ た とい う経緯が あ る。

　新 潟 で の 教員養成 に お い て は，師範学校の 修業年限 は

2 年 で ，こ れ を 4 級 に わ け，毎 級 6 ヶ 月 を も っ て 修業年

限 と し，4 級 か ら始 め て 1級で 終 わ っ て い た。人学年齢

は 18歳以 L35 歳 以 ドで あ っ た。教 科書 は，官立 師範教

科 課 程 表 （明 治 8 年） に よ る と，第 3 級で 『物 理 階梯 』，
「
物 理 全 誌 』，第 2 級 で

『
物 理 全 誌 』，『

白科全書化学篇 』

が 指定 され て い た よ うで あ る
9 −11）

。新潟 学校師範学科 に

関 して は，師 範 学 校 教 則 大 網 （明 治 14年 8 月） に 基 づ

き，県は初等師範科 の 普通科目 と して 物 理 の 大意，中等

師範科 の 普通 科「1と して 物理 を 規 定 した。新潟学校教科

用 書 （明 治 15 年 8 月 23 凵）で の
「
物理 ノ 部」 と して．『物

理 学 』 （ス テ ワ
ート），『

物理 学 』 （ガ ノ ッ ト），『
物理 学』 （ウ

ー

ン ポル ），『士 都華氏物 理 学 』，「
物 理 全誌 』 が 指定 され て

い る。ス テ ワ
ートは ス チ ュ ワ

ート，ガ ノ ッ トは ガ ノ
ー，『上

都華氏 物 理 学 』 は 『
ス チ ュ ワ

ート物理 学 』 で あ り川本清

一
に よ っ て翻 訳 さ れ た もの で あ る、

　児 童 に つ い て は，明 治 14 年の
「小 学校教 則網領」 を

う け，新潟県 で は明治 15 年 に 小学校 を 初等科 3 年，中

等科 3 年，高等科 2 年 の 3 等科 8 年制 と した。新潟県小

学教則 （明治 15 年 4 月 9 日） に よ る と，中等科で は ，「物

理階梯』，「
博物図』 を選定 した。高等科 に は物理 は な く，

『小 学化学書 1 や 『
訓蒙化学 』，「

動物小学 』，『植物小学 』

と い っ た 書 名 が 並 ん で い る u

　明 治 19 年 に は ，「小 学 校 令」 に よっ て 小 学校の 教科書

は 文部大臣の検定 した もの に 限 る と法 文化 され た u そ こ

で新 潟 県 で は，それ まで の 使 用 教 科 書の う ち 比 較 的 多 く

使用 され て きた も の や 妥 当 と思 わ れ る もの を ， 高等小学

教科用 図 書 と し て，「物理 初歩 』，『物理全誌 』，『 1：都華

氏 物 理 書 』，『小 学 化学書』，『化学訓蒙 」，1i
’
ロ ス コ

ー
氏化

学書』 な ど を選定 して い る 。

『士 都華氏物理書 』 は 前述

の 『十都華氏物理 学』 と出版年，訳者 と もに 同 じ で ある

が 表 記 され て い る書 名 は 異 な る。

5．物理 学筆記の分析

　新潟 で 発 見 さ れ た 1例 目の 遠 藤 俊 吉，2 例 目の 永 井 玄

真 の 物理 の 筆記の 記述 と，当時 1［i版 さ れ て い た 教 科書 と

を 比 較
・分 忻 して ，明 治 中期 の 理 科，物理 の 授業内容 を

検証す る
12−L4 ）

。

5，1　 遠藤俊吉の物理筆記 （明治 23 年）

　筆記 の 形式 は 試験，断定 と い う順 に 記述 され て お り，

こ れ は 現在 の 実験，結果 に 対応 して い る。『物理 階梯』 （明

治 5 年）や 『物理全志』 （明治 8 〜 9 年 ） に は こ の 形式

は 見 られ ず，『
小学校 生 徒用物 理 書 』 （明治 18 年）で は

こ の よ うな形 式 とな っ て い る。た だ し，図 は 3 か 所 の み

しか な く，図が 多用 され て い る
『
小学校 生 徒用物 理 書 』

とは大 き く異な る。　内容 は，明治 14年 の
「
小学校教則

網領 」 に 沿 っ て お り，最初 に 物性 が 出 て きて い る 点で は，
「物理階梯 』 と同様 で あ る。

　 光に つ い て は，その 原因 は分 か らな い とい う記述 か ら

始 ま っ て い る。具体的 に は ， ド記 の ような形式 で つ づ ら

れ て い るの で あ る、

第九　光

（甲）光 ノ 元因ハ 詳 ナ ラズ 然 レ トモ 其根源五 ア リ

　　 太陽 燐光 電気 熾熱物 無血虫

（乙 ）光ハ 伝達 ス （イ ）例實 （1）大陽 ノ 光

　 （ロ ）断定 光 ハ 奨気 ノ 顫動 二 由テ 伝達 ス

　（ハ ）イ專播 ノ 斗犬況

　　　 （1）例 熾影 温 ノ 傳播 二 同 ジ

　光 の 教授内容 の 項 目は，以降，「
光 の 伝搬中 に 物体 が

あ る とき，光 は通 過 す るか，反 射 す る か，吸 収 され る」，
「同 じ光 で あ っ て も距離の 遠 近 に よ っ て 強弱が あ る 」，「光

は反射す る」，「
光 が 透明な物体 に 入る と き，また は 出 る

と き は そ の 方向は 変 え な い 」，「
光は 屈折の 原理 に よっ て

集光 した り，発散 さ せ た りす る こ とが で きる 」，「
白色光

は 分解す る こ とがで き る」，「
物体 の 色」 で ある，

　光 が 伝達す る ようす に つ い て は ，「
光 は 霊気 の 振動 に

よ っ て 伝達す る 」 と あ り， 霊 気 （エ
ー

テ ル ） に よ っ て 伝

搬 す る と教 え られ て い た よ うで あ る。また，「
温 の 伝搬

と同 じ」 と ある。こ こ で は記述 して い な い が ，もの の 温

ま りか た の 箇所 で は 1 元素 が 原因で あ る と触 れ ら れ て い

←4）
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る た め ，光や熱 が 元素 の 1 種 で あ り，光素，温 素と して

考えられ て い た 名残 りが あ るの か もしれな い。日本 に 初

め て ラ ボア ジェ の 元素が伝 えられた の は ，宇田川榕菴 の

『遠 西 医 方名物考 』 （1822 〜 1825 年） だ と 考 え ら れ て

い るが ， 凵本で 初 め て の 科学書 で あ る 肯地林宗 の F気海

観瀾 』 （1827 年） に は，原質 （の ちの 元素） と して 温質，

光質，酸質 （酸素），水質 （水素），煤質 （炭素） な どが

挙げ られ て い る
15）
。そ の 後 の 宇 田 川榕菴 の 『舎密開宗』

（1837 〜 1847 年）で 紹介 して い る 58 種類 の 元素 に も，

依然 と して 温 素，光 素 が 挙げ られ て い る。師範学校 の 教

科吉と して 『物理 全志』 が 用 い られ て お り，こ こ に は イー

セ ル （エ ー
テ ル ）が 出て き て い る こ とな どか ら，どの よ

う な 教 員 に 教 え られ て い た か を解 明 す る こ と で ，当 時の

教 育の ようす が よ り鮮 明 に 明 らか に な るだ ろ う。

　磁力 に つ い て も，原因 は わか らな い が，天然 の もの と

人 工 的 な もの の 2 種 類 が あ る と教 えて い る。現 象 に つ い

て は 「
磁石 は必 ず南北 を 指 して静ILす る」，「磁石 は小 さ

な破片 に バ ラ バ ラ に して も磁 石 の 性質 を 失わ ず」，「磁石

の 引力 は 両端が 最 も強 く，中 央 は 殆 ど無 力 で あ る」，「磁

石 は 接触す る ときに だ け力を及 ぼ し て い る わ けで は な

い 」，「
磁石 を 互 い に そ の 両端 を近 付 け る と t 引 き合 っ た

り，反発 しあ っ た りす る 」，「起 磁 法 」，「磁 石 力 は熱 に 関 す 」

な ど個 々 に つ い て 詳し く教えて い る 。

，　 　 　 　 　 　 　
’…ttttt

　 tt 幡蹴擺内・ぎ内二 1蕪

　 　 　 …嚇tt…・
讐 熾
…

　
ttttt胛
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図 2 磁 石 を細 か くした と きの 想 像図。図 の ドに 「分

　　 子の 想 像 図」 との コ メ ン トあ り．

　特 に ，「
磁石力 は 熱 に 関 す 」 に お い て ，試験 で は 「熾

熱 セ ル 鉄扞 ト磁 石 」，断 定 で は 「磁 石 力 ハ 温 熱二 由 テ 減

弱シ 又其熱紅熾 ノ度 二 昇 レ バ 全 ク失力 ス 」 と，温 度 で磁

力 が 相転移的 に 変化 す る こ とを教 えて い る 点 が，現在 と

は 大きく異なっ て 特徴的で あ る
16 ）

。

　電気 に つ い て は，「
電気 は摩擦 お よ び化合 に よ り起 こ

す こ とが で き る」，「
電気 は 反発 お よ び 引 き合 う」，「物体

に よ っ て 電気 の 伝導度 が 異 な る 」，「電 気 は 貯 め る こ とが

で きる」，「
電流 に よ っ て 磁 力 を起 こ す こ とが で き る」 と

い う内容 で ，静電気 か ら動電気 まで 多 くの 実験例 を 示 し

な が ら説明 して い る。

5．2　永井玄真の物理学筆記の 記述内容 （明治 25 〜 26

　　 年）

　や は り明治 14 年 の
「
小学校教則網領 」 に 沿 っ た 内容

で あ り，試験，断定 とい う形 式 が と られ て い る 個所が 多い 。

　前述の 遠藤俊吉の 筆記が箇条書き に ま とめ られ て い た

の に 比べ ，こ ちらは 下記の ように 文章で 説明が な され て

い る。

馳籌   嬬 数
ノ

鵡 1鰐
　シ テ物ノ 色 ヲ見ル コ トナ シ 故二 物 ノ 色ハ 光 ニ ヨ リテ

　現 ハ ル モ ノ ナ リ 夜 ハ 星月 ア レ トモ 光薄 シ 吾人 ハ 燈

　 ノ 光 ニ ヨ リテ物 ヲ 見分 ケ ル ナ リ 蝋燭 ノ 火 二 光 ア リテ

　甚 シ ク熱シ タ ル 金属モ 光 ア リ 電 光 ア リ 蛍 ハ 蒼白キ

　光 ヲ放ツ

　 電磁気，光学分野 に お ける解析 か らは 物理学筆記 と教

科書 の 記述内容 と の
一

致 か ら，少な くと も 『物理 全 志 』 （明

治 8〜9 年），「士都華氏物理学』（明治 ll 年），『物理小誌』

（明治 14 年），『小学校 牛 徒用物理書』 （明治 18年），『
小

学理 科新書L （明治 25 年） の 5 種類 の 教科書 が ，内容 ご

とに 取 捨選択 さ れ て 使用 さ れて い た こ とが 判明 した。

　磁石 で は，『小学校生徒用物理書』 と多 くの 記述が語

句 ま で
一致 して い るが，

一
部 に は 『物理小誌 』 と

・
致 し

て い る も の が あ る 。 内容 は 「磁 石 の種類 」，

「磁石 は両端

が そ の 力 が 最 も強 い 」，「磁石 は 南北 を 指す」，「
羅針盤 」，

「磁 石 は 鉄 に 磁力 を 起 こ さ せ る」，「人造磁石 」 で あ り，

遠藤俊吉 の 筆記内容 と比べ る と，磁力 の 正 体，磁石 を細

か くして も磁石 の 性質 を 保っ ，や磁石の 性質 は温 度に 関

連 す る と い っ た 内容 は な くな っ て い る。一方 で ，「地 球

は大 きな磁石 で あ る」，「
磁石が北を指す端を北極 とい い ，

南を 指す端を南極 とい う」，そ して その 応用 と し て 羅針

盤 の 説 明 が な さ れ て お り，日常 生 活 に 根差 し た 内容が 織

り込 まれ て い る。

　光 に つ い て は，光の 速度，日光 は 7 色 の 光 が集ま っ て

い る もの ，光 の 屈折 な どが 図 を用 い な が ら記 述 され て い

る、、図 3 に 示 す ような，水 の 入 っ た 茶碗 に 銅貨 が 入 っ

て い る い る と きに 銅貨 が どの よ うに 見 え るか とい う説 明

は，現在 の 中学校 の 教科書で も用 い られ て い る もの で あ

る 。

図 3　（n ）物理 学筆記の 図　（b）
『小学 理科新 書』 の 図

（5）
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　た だ し，「光が 屈折 す る 理 山 は 光媒巾 に 存在 す る エ
ー

サ ーの 振動 の あ り様が 異 な る か らで あ る」 と説 明 され て

い る。 筆記 の ， 茶碗 の 水 の 中を 光 が 屈折す る よ うす の 説

明文 と図 は 明治 25 年 の
「小学理 科新平』 と

一
致 して い

るが，理 由に つ い て は 明治 8 〜 9 年の
「
物 理 全志 』 と内

容が一
致 して い る。

図 4 　（a）物理学筆。己の 図 （b）「士都 聾氏物琿 学 』 の 図

　 ま た，光 の 屈折 に関 して は，図 4 に 示すように イ，ロ ，
ハ ，二 に 5人 の 兵隊が 並 ん で 歩 い て い て ，途中で イ の 兵

隊が 最初 に 泥 道 に 入 る と速 度 が 遅 くな る が，ハ の 兵隊 は

ま だ良い 道 に い るの で 速 度 は 変 わ らな い ，とホ イ ヘ ン ス

の 波動説で 説 明 して い る。こ れ は
「士 都華氏物理 ゴ

：
』 と

同様の 記述で あ る。当時の 新潟県小学教則 で は 『新撰琿

科書』 を使用 す る規 定 が あ っ た が，ほ とん ど使 わ れ て い

なか っ た。こ れ は，優 れ ！こ 教科書 と して 評価 の 高か っ た

『小学校生徒用 物理書』 や師範学校 で 使用 されて い た 「物

理小誌 』 ある い は そ れ に類似 した教科書が 好 まれ た た め

と考え られ る。

糠
図 5　（a ）物琿 学 筆記 の 図 　（b）『物 址 全 志 』 の 図

　凸而鏡，凹 面鏡 の 説明，幻 燈 〔図 5，ス ライ ド映写機

の 原型），虹 の 原 理 の 説 明 まで され て い る。こ の ような

高度な内容 は 児 童 に どの 程度埋 解さ れ て い た の だ ろ う

か 。 　 明治 26 年 6 月 19 日，9 月 ll1 ［に 実施 さ れた試

験 の 答案か らは，上 記の 光 の 性質 お よび虹の 原理 に つ い

て き ち ん と説 明 が な され て い た こ とが 読 み 取 れ る 。図 6

は 授業で 扱 わ れ た 虹 の 説 明 図，図 7 は 試験答案 に 描か れ

て い た図で あ る 。 両方 と も，物理 と して の 答案で は な く

理科答案 と して っ づ られ て い た。

繋
攀

驫

羅

羃

図 6　 （a）物嬋 学筆 。己の 図　 （b）「物理 小 誌』 の 図

図 7 理科 答案 の 図

　電気 に つ い て は，「電信機，電話機，電燈な ど は今 日

の 世 の 中 を便 利 な もの と した。こ れ らは全 て 電 気 と い う

もの を 利 用 した も の で あ る 。 」 と，日常 生 活 の 中で 使 わ

れて い る 身近 なもの を導 入 と し，電気 の 二 種 （正負 ），

電気を通すもの と通 さ ない もの ，は く検電気，雷，避雷

針 （図 8）， 電池 に つ い て 教授 さ れ て い る ．

尸
領 v酔

　 ＿ ＿．Wt

l劃
図 8　（a ）物理学筆記 の 図　（b）『小学校 生徒用 物理耆J の 図

6．まとめと今後の展 望

　理科教育 の 転換期 で あ る明 治 20 年代 に 児 童 に よ っ て

記 され た 理科筆記 な どが 新 潟 県 の 各地 か ら発 見 さ れ た。

こ れだけ鮮明 に 当時の 教育実態 を映 し出 す資料は あ ま り

見つ か っ て い ない 。

　遠藤俊吉が 村 L高等小 学 校 で 記 述 した もの か ら は，少

な くと も明治 25 年 ごろ ま で 理 科 と物哩 ，化学，生 理 の

よ うに 教授 され て い た こ とを 示 して い る。

　永井玄 真 が 輿 板 高 等 小 学 校 に お い て 記 述 した もの は 筆

記だ けで は な く，教授内容 に対応す る試験答案も
一

緒 に

発見 され た n こ れ らは 琿科 とい う科 日が設置さ れ た に も

か か わ ら ず，琿 科 と 並 行 して 金 石 学，物理 学な どの 授 業

も少な くとも明治 27 年 3 月 まで は行 わ れ て い た こ と を

示す明確 な証拠 で あ る。　明治 28 年 を境 に ，物理 や化学

（6）
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新潟県で 発見 された 物理筆記が 示す賜治中期 に おけ る科学教育 の 実態

とい っ た 科目名 は な くな り，理科 に 統
一

されて い る。

　教授内容 に つ い て は，11 〜 12 歳 の 児童 に は か な り

高度なもの を 扱 い
， 科学的内容 と 日常的な 実用性の両立

を考慮 して バ ラ ン ス よ く配置 され て い た とい え る。さ ら

に，試験答案か らは 児童の 理 解 を伴 っ た 指導が な さ れ て

い た こ とも証明 された。村 ltで の ， 翻談教科書 を基 に し

た 基礎的で 原理的な高 レ ベ ル の 内容 の 物理教育 と比較す

る と
， 教授内容 も時代 の 推移 と と もに 変化 して い る こ と

が 判明 した 。

　永井玄真 の 筆記 か らは，教師が 用 い た教科書の 記述 と

児童 の 記 した 文 章 とが 完 全 に 一
致す る箇所 が 多 々 確認 で

き た こ と に よ り，『物理 全 志 』，『士 都華氏 物理 学 』，『物

理小誌 』，『小学校生徒用物理書 』，『小学理科新書』 の 5

種類の 教科書が使用 され て い た こ とが 判明 した、こ れ ら

は翻訳音か ら 日本型 の 教科 書へ 切 り替 わ っ て い く時代背

景 を色濃 く反映 して い る。興味深 い 点 は，現場の 教師 に

大 き な裁 量 が あ り，使用す る教科書や 教擾内容 を 自由に

選 択で き，最良 と思 う形態 に練 り上 げる こ とが で き た こ

とで あ る。

　 こ の ように，物理，化学な どの 自然科学科 目か ら理科

へ の 転換期 が 明 治 19年 で あ る とい う通 説 に対 し，教 師

が 取捨選 択 しな が ら質 の 高 い 自然科学 教育が な され て い

た こ とが 伺 え る 。 明 治時代 は 学校制度 や 国 定 教 科書の 指

定 な ど，今 日 の 学校教育の 礎 とな る時代 で あ るが，そ の

転換期 に お い て は，科学教 育 の 目 指 し た もの と理科 で

求め られ て い る こ との 両方 につ い て ，うま くバ ラ ン ス を

取 っ た 内容 に 工 夫 され て い た。

　本年，新 た に 明 治 20 年代 の 静 岡 の 筆 記 も発 見 され，

や は り理 科 と自然科学 の 個別科 Hが 並 行 して 教 え られ て

い た よ うすが 見 て 取れ る，、目本各地で 埋 もれ て い る 児 童

の 筆記 を探 し出 し，証拠 に裏付 け され た 教育実態 を分析

す る こ とで ，全 国的 な 理 科教育 の 転換期 の 教育実態 を再

構築 す る こ とが で き る で あ ろ う。
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  鵬 正碗 珮t
自然放射線

　 自然界 に は，人類 が核分裂 を悪用す る前か ら，放射性物質が   宇宙
・
  大気

・
  食物

・
  大地など到 る所 に

存在 して い る．宇宙 か ら降 り注 ぐ放射線 と大地 か ら放射 され る 放射線 は ，体外 か ら人体 に 射込 まれ る。食物 は

食事 に よ っ て
， 大気 は 呼吸 に よ っ て

， 体内 に 入 り放射線 を放射す る。そ れ らの 放射線 に よ り被曝す る 線量当量 は
，

年間どの 程度か。

（答 は  21 ペ ー
ジ，  ．24 ペ ー

ジ，  42 ペ ー
ジ，  76 ペ ージ ）　 　 編集委員会，A （2010 年 7 月 2 日受理）
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表 1 筆記が 記 され た年代の 略 年表

物　理　教　育

一　囗
兀 丐 F 西暦 教育制 度 教科書 新 潟県で の 事項

　　　　 ．．一．．．． ．一．
明治 5 ／872

　　　　　　　　　　　　　　　．．
学 制 発 布

r物理 階梯』　　　　　　　　 …新潟洋学校設 立

そ れ に 基づ く小 学教則 発布 （パ ーカ ー著，月
．
III淳吉編纂 ）　1

明 治 7

一一．
　 1874

一一
1官畜薪潟 師範学校 ．同英語学校 の 設 立
．　　　　　　　　　　　　 ．一．一

明 治 81875 『物理 全志」

．
遠藤俊吉 ： 平林村 に 生 まれ る

（カ ッ ケ ン ボ ス ，ガ ノ ー
著，

i
宇 田川 準 ・

訳一一一
明 治 91876 百 工 化 学 科新 設

1 （官立新 潟英語学校の 改組）一一． 一
明 治 12 …

　 1879
！

教育令発 布 （学制 を廃止 ）
．．一．． ．一

明 治 13I　 l880
旨
改 iH教 育 令 「訓 蒙 化 学 」

…
（中川謙二 郎著）

明治 1418811 小学校教 則綱領，中学校 教則大綱， 『物理 小誌」 永井 玄真 ；与板に 生 まれ る

師範学校 教 則大綱の 制定 （宇 田川 準一纂譯）

明 治 18 …1885 冉改正教 育令 ：教 科名 と して 1

一
理科」

　　　　　　　　　　 一．
『小学校生 徒 用物 理書』 曲脇康太 郎 ：小千谷 に 牛 まれ る

が 初 めて 登場 （後 藤牧太他 著）

明治 191886 小学校令 （教 育令を廃 止 ）：科 目
「
理

科 」開設 （個 別科 口廃止 ）

小学校 ノ 学科 及其 程度 ： 小学校最初

の カ リキ ュ ラ ム ，教 科
．
書検定 制度 の

制 定 1

明 治 201887
1

　『小 学理 科 書」

5 （小野太郎編述）
『新撰理科 書』

（高 島勝次 郎編）

明 治 21 ［888 遠藤俊吉 ：明治 21 〜24 年まで 村上高等
小学校 （理科 ・生理 ・物理 ・化 学な どの

筆記 ）一．．
明 治 221889

　．．一一
（大 口本 帝国憲法発布）

明 治 231890 小 学 校令改 IL，教 育勅 語発．布

明治 241891 小学校 教則大 綱の 制定 ： 理科 の 理念 水井 玄真 ： 明治 24 〜27 年 まで 輿板 高等

を規定 小学校 （物理 学 ・理 科筆記 ）

則治 251892 小学校 教則大 綱下の 検 定 ：
「学校令 ・ 『明治埋 科新害」

教育大 綱に 合 致す る もの 」 とい う検 ．（高 島勝次 郎著，四 脇康太郎

定 に 強化 所 有の もの は 文部省検定済 の

印あ り，明治 25年 出版 ）
「小 学理 科新書」

（学海指 針社編）　　　　　　 1

明 治 271894 （日清 戦争） ．倹定 済教科書揃 う
：明 治 28 年頃 か ら検 定 に 合格 した 理 科教 科．
書 に よる理科教育 を開始．．

明治 28
．
　 1895

一一一 一一．．

驪 講灘 驫 避錮　　　　　　　．一一

　被曝 の 線量当量 は どれ 程か。

（答 は 82 ペ ージ）

自然放射線の 年間日本平均

  鵬 豆勧i血セ

編集委 員会，A （2010 年 10 月 1E
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